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ࣾձ՝୊ʗϝΨτϨϯυ ձͱϦεΫػ

BE7ීٴʹよる৽ٕज़・৽੡඼のઓུతなࢢ৔౤ೖ（OEM・αϓϥΠνΣʔϯのਐԽ）

BE7ઌ行ࢢ৔の֦大ɺBE7ઌ行OEMの༂ਐ（ࢢ৔・੎ྗਤのมԽ）

FCE7ࢢ৔の伸ల

ෛՙの௿いHE7・1HE7のधཁ֦大ڥ؀

ަ௨ނࣄະવ๷ٕࢭज़のਐԽ

೩ྉܥ෦඼のधཁݮগ

ར༻ऀのΫϧϚʹରするՁ஋࢖・؍いํのมԽ（ަ௨Πϯϑϥのൃୡɺよりշదなंۭࣨؒ）

৽ࠃڵのΠϯϑϥڧԽ・๏規੍ʹよるࣗಈंࢢ৔֦大

生࢈ʙೲೖのޮ཰Խ 	ϦΞϧλΠϜϞχλ・༧๷อશ・ແ人ԽなͲ


άϦʔϯςΫϊϩδʔ˞ɺάϦʔϯτϥϯεϑΥʔϝʔγϣϯ ʹ よる৽෼໺のࢢ৔֦大

ΧʔϘϯϓϥΠγϯάのಋೖʹよるڝ૪ྗのมԽ

ΰϜ・樹ࡐࢷྉの࢖いこなしɺࡐྉ։ൃ  	ϦαΠΫϧࡐྉɺܰ ྔԽɺࡐྉஔ׵ɺ৽規ࡐྉ


ҟ常ؾ৅ʹよる大規໛֐ࡂ

লΤω・࠶Τωのଅਐ（ΤωϧΪʔίετ௿ݮɺ(H(ഉग़ྔݮ࡟）

%E�*のଅਐʹよるߟࢥ・εΩϧ・ݧܦのଟ༷Խ

人ࡐϙʔτϑΥϦΦʹͮجくޮ཰తな人తࢿ本の׆༻

࿑຿අߴಅɺ࠾༻೉

஍੓ֶϦεΫやײછ঱・֐ࡂʹよる生࢈ӨڹɺαϓϥΠνΣʔϯ෼அɺ人తඃ֐

෦඼・原ࡐྉෆ଍・Ձ֨ߴಅɺ෺ྲྀίετの্ঢ 

ॏཁ඼࣭໰୊・Ϧίʔϧのൃ生
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৔มԽࢢ

デδタϧԽɾ*P5ɾ%9Ճ଎

ݯࢿɾڥ؀

ਓతࢿຊ

αϓϥΠνΣーϯ

Ψόφϯε

αΠόʔ߈ ϝʔϧٗ࠮ܸ・

৘ใ࿙Ӯີػ

ಠ઎ࢭې๏ҧ൓	ஊ߹・Χϧςϧ


˞ άϦʔϯςΫϊϩδʔɿ
ɹ ڥ؀໰୊Λղܾɺあるい͸؇和するたΊのٕज़・੡඼（ ɿྫܰ ྔԽや୤୸ૉʹࢿするٕज़・੡඼なͲ）

୹ظ（�೥Ҏ಺）ɺ
中ظ（����೥まͰ）ɺ
長ظ（����೥Ҏ߱）

↑：ポジティブインパクト、
↓：ネガティブインパクト

マテリアリティ（重要課題）

˙ BC1ϦεΫ

 ̇஍੓ֶϦεΫのߴまり

豊田߹੒のॏཁ౓

ϚςϦΞϦςΟͷ
ಛఆ

 ̇ࣗ ಈंのٕज़ֵ৽
	ిಈԽ・஌ೳԽ
と
安৺・安શな
ϞϏϦςΟ社会のཱ྆

 ̇σδλϧ・*TԽの
加଎ʹよる
૪ྗのมԽڝۀا

Խࠁ໰୊のਂڥ؀ ˙

มಈとީؾ ˙
ෆ଍ʹよるݯࢿ
Ϗδωεのస׵
	๏規੍֨ݫԽ


˙ 人ߏޱ଄のมԽ
（গ子ߴ・ ྸԽ）

˙ Ձ஋؍のมԽʗ
ಇきํのଟ༷Խ
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ظ࣌ݱΠϯύΫτൃۀا
୹ظ தظ ௕ظ ʢ�ϦεΫ�ʣ

ωΨςΟϒ
ʢػ�ձ�ʣ

ϙδςΟϒ

私たちは「限りない創造 社会への奉仕」を社是とし、当社の成長を通じて
持続可能な社会の実現に貢献し、「社会的価値」と「経済的価値」の両立を目指しています。
2030事業計画で掲げている「目指す姿」と「提供価値」の実現に向けて、変化する事業環境を考慮し、
社会予測やSDGsなどのさまざまな社会課題の中から、当社として特に貢献できる重要な分野を
「マテリアリティ」として選定し、取り組んでいます。

ϚςϦΞϦςΟީิͷநग़STEP1

ϚςϦΞϦςΟಛఆͷϓϩηε

社会課題、市場・社会動向、GRIスタンダード、
SDGs、他社マテリアリティなどを参考に、関
係部門より選任されたサステナビリティ推進
メンバーにて検討すべき課題を抽出（59項目）

ӦਞʹΑΔଥ౰ੑධՁSTEP3ܦ

特定プロセスを含む抽出した重要課題に対し
て、社外取締役をはじめ役員、投資家への意見
聴取を行い、マテリアリティの妥当性を評価

ϚςϦΞϦςΟͷಛఆSTEP4

経営会議体での審議を経て重点取り組みテー
マを選定

ϨϏϡーSTEP5

会社方針と紐づけた取り組みのレビュー、サス
テナビリティ会議における確認・定期的なマテ
リアリティの見直しを実施

ϚςϦΞϦςΟީิͷධՁɾ෼ੳSTEP2

豊田合成の重要度(経営理念、経営資本、競争
優位性・強みとの相互作用など)、ステークホル
ダーの重要度(社会課題への貢献、ESG活動の
推進など)に基づき分析・評価
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ࣾձ՝୊ʗ
ϝΨτϨϯυ

αεςφϏϦςΟॏཁ՝୊
ʢϚςϦΞϦςΟʣ

ओͳऔΓ૊Έ
ʢࣾձ՝୊ɾػձϦεΫ΁ͷରԠʣ

˔ BE7ઌ行ࢢ৔・OEM΁の֦ൢ

˔ BE7Խʹ޲けた৽੡඼の։ൃ
˔ BE7ؔ࿈ച্ऩӹൺ཰ɿ���

໨ඪઃఆのࣜࢉܭ
BE7生࢈୆਺ʗࣗಈं生࢈୆਺
˞Sˍ1άϩʔόϧ৘ใʹͮجく

˔ ΤΞόοάの生ݸ࢈਺ ɿɹ ���ഒ（����೥ൺ）

˔ Ωϟογϡ・Ξϩέʔγϣϯʹͮجく
（安৺・安શɺշదɺ୤୸ૉのྖݙߩҬの֦大Λ໨ࢦしたڀݚ։ൃඅや
人త౤ࢿɺઓུ౤ࢿΛ中৺ʹۚࢿ഑෼）

˔ す΂ͯの人ʹ安৺・安શɺշదΛ
ಧけるたΊのΤΞόοά੡඼の։ ・ൃ֦ ൢ

˔ ஍Ҭ社会ʹࠜࠩした取り૊み
（஍ҬཱࣗతܦӦɺ ηϯλʔΦϒΤΫηϨϯε）

˔ μΠόʔγςΟɺΤΫΠςΟ̱ ΠϯΫϧʔδϣϯ

˔ 安શ・健ܦ߁Ӧ

˔ αεςφϏϦςΟܦӦΛࢧえる඼࣭と
   αϓϥΠνΣʔϯのڧԽ

˔ ஍੓ తϦεΫ΁のରԠࡁܦֶ・

˔ ΰϜ・樹ࢷ෼໺の஌ݟΛ׆かした
ஙߏϏδωεのܕ഑ྀڥ؀

˔ ΧʔϘϯχϡʔτϥϧの࣮ݱʹ
ಈ׆けたάϩʔόϧҰମ޲

˔ ॥ܕ؀社会΁のݙߩ 	Car tP Car ϦαΠΫϧ


˔ BC1のϨδϦΤϯεڧԽ

˔ ಺෦౷੍のڧԽ

˔ ৽規ۀࣄ։ൃのݧܦΛ׆かした৽規Ϗδωε֦大

˔ ίʔϙϨʔτϕϯνϟʔΩϟϐλϧの׆༻

˔ σδλϧԽਪਐʹよるۀ຿ֵ৽

˔ ΫϧϚの༷มわり΁のରԠ

˔ ަ௨ࢮ๢ނࣄの௿ݮʹよる
安৺・安શɺշదなϞϏϦςΟ社会の࣮ݱ

˔ ίΞٕज़Λ׆༻した৽規ۀࣄの૑ग़

˔ CO�ഉग़ྔݮ࡟・ԹࣨޮՌΨεഉग़ྔ
ஙߏよる୤୸ૉ社会のʹݮ࡟

˔ ഇغ෺௿ݮ・ਫϦεΫ௿ݮʹよる
॥ܕ؀社会のߏங

˔ ஍Ҭ社会とのڞ生

˔ ଟ༷な人ࡐの׆༻ਪਐ・人ݖଚॏ

˔ ੣࣮な会社としͯ の
ίʔϙϨʔτΨόφϯε

˔ ίϯϓϥΠΞϯεのపఈ

マテリアリティ（重要課題）

事
業
活
動

経
営
基
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ؔ࿈͢Δ4%(T
ॏཁ෼໺࠷

,1*ɾத௕ظ໨ඪʢ����೥౓ʣ

˔ είʔϓ̍ɺ̎ɿΧʔϘϯχϡʔτϥϧ
˔ είʔϓ ɿ̏̊ �����（����೥ൺ）

˔ ����Τωಋೖ཰ɿ࠶

˔ ഇغ෺ （ྔ૯ྔ）̡୯ମɿr̊ ���（����೥ൺ）

˔ ഇغ෺ （ྔ原୯Ґ）̡ւ外ɿr̊ ���（����೥ൺ）

˔ αΠόʔηΩϡϦςΟॏ大Πϯγσϯτɿ�݅

˔ ॏ大๏ྩҧ൓݅਺ɿ�݅

˔ 人ݖʹؔするݚम࣮ࢪ཰ɿ����   ˔ ఆ཰̡ߠ員Τϯήʔδϝϯτۀै ୯ମ ɿr���
˔ ւ外ڌ఺のφγϣφϧελοϑװ෦ൺ཰（副社長Ҏ্）ɿ���Ҏ্
˔ ঁੑ؅ཧ৬਺（ൺ཰）̡୯ମ ɿr���人（����）
˔ 中్࠾༻ऀの؅ཧ৬ൺ཰̡ ୯ମ ɿr���Ҏ্   ˔ ॏ大ൃ֐ࡂ生݅਺ɿ�݅
˔ ����཰ɿࢪಈ࣮׆ೖઌのαεςφϏϦςΟ࢓

安৺・安શ・շదな
ϞϏϦςΟ社会の࣮ݱ

Πϊϕʔγϣϯ૑ग़ʹよる
社会՝୊ղܾ

୤୸ૉ・॥ܕ؀
社会の࣮ݱ

ଟ༷な人ࡐの׆༂ʹよる
࣋ଓత੒長

ެฏͰಁ໌ੑのある
౷࣏ମ੍ۀا
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